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（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）
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実績
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政策シート （政策名） 地域医療・地域包括ケアの推進

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000

◇関連するSDGsのゴール

健康医療課 島　和之 令和 2

③保健

10年後の目標 地域での支え合いの仕組みづくりが進んでいる。

7 1

健康医療総務費

「分野」 健康・福祉

30年後の姿 支え合いによって、だれもが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる。

R1
699,120
671,783
186,640

858,423

病気の発症や重症化を予防することにより、健康寿命が延びている。

◆基本政策 人々の心身の健康と生活を守る医療の充実

R5R4R2

・市民の健康を守ることを目的として、緊急時の生命の確保、急病の早期治療など迅速かつ適切な医療サービス
を受けられるよう救急医療体制の充実を図っていく。

・大規模災害時における迅速な医療救護活動が行えるよう医療救護体制を整備する。そのため関係機関との協
議・調査・研究を進めていく。

R6R3

・市民の健康を守ることを目的として、緊急時の生命の確保、急病の早期治療など迅速かつ適切な医療サービス
を受けられるよう救急医療体制の充実を図っていく。

・大規模災害時における迅速な医療救護活動が行えるよう医療救護体制を整備する。そのため関係機関との協
議・調査・研究を進めていく。

＜進捗＞ 計画通り

・応急救護所の屋内設置数(箇所)は、73箇所をR1年度の目標としていた。関係者間との事前調整が終了し、計
画に反映することができた。

R4

100

R5

応急救護所の屋内設置数（箇所）

24時間365日休むことなく実施する救急医療体
制の構築（％）

政策指標

7373

100 100

191,960

73
73箇所

％

単位

実績
目標

実績
目標

73 73

目標

73



05 02 03 01 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

事業名

総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

健康医療課 島　和之 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000令和2年度 2

8.2

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

61,005 58,905

34,164 17,204 2.0 0.8

2 診療所管理運営事業 0.3

0.21 健康医療推進事業   ○

3 救急医療事業   ○  573,628 429,148 17.0 0.7

4 へき地医療対策事業 16,255 14,855 0.2

6 看護師等養成事業費助成事

業（補助金）
9,200 8,500 0.1

5 災害時医療救護対策推進事

業
  ○  30,291 23,991 0.9

146,788 146,088 0.1

8,329 6,929 0.2

8 新型コロナウイルス感染症対策

事業
24,201 21,741 0.3 0.1

7 赤十字病院移転助成事業（補

助金）

1,834 1.5

10 自殺対策推進事業 5,256 2,456 0.4

9 予防接種健康被害救済事業

0.6

12

11 健康医療運営経費（一般諸経
費のみ）

14,494

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 923,611 731,651 23.0 1.6

24

25

9.0
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 健康医療推進事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2

がん対策を推進することで、がんになっても安心して暮らせる地域社会を目指す。また静岡県アイバンクへの負
担金の支出ほか医療奨励賞の選考を通じて、地域の医療水準向上への取り組みを促すことや保健医療審議会
の場を通じて、医療関係機関や市民の声を、保健医療行政へ反映させる。

①保健医療審議会等開催事業 　本市の保健医療体制を充実するため保健医療審議会を開催し、保健医療衛生
に関する調査審議を行う。また、医療奨励賞選考事業を実施し、市内の医療従事者を対象に、診断・治療方法の
開発・改善への取り組みを論文形式で募集し、有識者で構成する審査会にて選考し表彰する。
②がん対策推進事業　がん対策推進計画に基づき若年がん患者等に対して妊孕（にんよう）性温存治療に必要
な経費等を補助するなど、がん対策を推進する。
③静岡県アイバンク運営支援事業 　眼球提供者の募集及び登録等の事業を実施する公益財団法人静岡県アイ
バンクの運営に要する経費の一部を助成する。
④中学生のための救急蘇生講座支援事業 　中学生のための救急蘇生講座事業に係る経費の一部を一般社団
法人浜松市医師会へ支出する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 4,121 17,204

－ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S55 － 一般会計 自治事務（その他）
浜松市保健医療審議会条例

ほか
－

決算 3,024

その他 317 792
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 2,707 16,412

0.2 0.2
人工

正規 2.1 2.0
再任用(h31)

人件費　(千円) 15,420 16,960

会計年度任用職員(人事課予算) 0.8
再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション

地域の医療水準向上への取り組みを促すことや医療関係機関や市民の声を、保健医療行政へ反映させること
で、人々の健康的な生活の確保につながる。
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◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1

保健医療審議会の開催数（回） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 3 3 3 3 3 3 3

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 3 1

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

①保健医療審議会等開催事業 　本市の保健医療体制を充実するため保健医療審議会を開催し、保健医療衛生
に関する調査審議を行った。また、医療奨励賞選考事業を実施し、市内の医療従事者を対象に、診断・治療方法
の開発・改善への取り組みを論文形式で募集し、有識者で構成する審査会にて選考し表彰した。
②がん対策推進事業　がん対策推進計画に基づきガイドブックを作成するなど、がん対策を推進した。
③静岡県アイバンク運営支援事業 　眼球提供者の募集及び登録等の事業を実施する公益財団法人静岡県アイ
バンクの運営に要する経費の一部を助成した。
④中学生のための救急蘇生講座支援事業 　中学生のための救急蘇生講座事業に係る経費の一部を一般社団
法人浜松市医師会へ支出した。

指標の達成度

計画通り

①保健医療審議会等開催事業　保健医療審議会を１回開催（予定していた第２回保健医療審議会は新型コロナ
ウイルス対応で中止。書面にて報告事項を報告。）した。会議では、第2次浜松市がん対策推進計画の進捗状況
等について報告し、事業に対する意見、要望を伺うことができた。また、医療奨励賞の選考事業では、３件の論文
の応募があり、選考の結果２件を表彰することで、地域の医療水準向上への取り組みを促した。
②がん対策推進事業　ガイドブックを500部作成し、市内のがん診療連携拠点病院で配布するなど、がん対策を
推進した。
③静岡県アイバンク運営支援事業　負担金の支出を通じて、献眼の推進に寄与した。
④中学生のための救急蘇生講座支援事業　中学生への講習を50回（1,325人参加）開催し、救急蘇生法の普及
に寄与した。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

健康医療推進事業は、本市の保健医療施策の基盤となる事業であり、今後も、現状の水準を維持する中で、環
境変化に合わせ新たに取り組むべきもの、縮減可能な取り組みを精査していく。

大項目 改善 小項目 その他 事業費

大項目 現状 小項目 - 事業費

拡大 人工 拡大

上記事業を実施することで、地域の医療水準向上への取り組みを促すことや保健医療審議会の場を通じて、医
療関係機関や市民の声を聴き、保健医療行政へ反映させることを継続していく。また、がん対策においては、が
んになっても安心して暮らせる地域社会の構築を実現するため、妊孕(にんよう)性温存治療に必要な経費等を補
助することで、若年がん患者等の生活の質の向上を図る。
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◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

医療体制の脆弱なへき地において診療所を運営することが、人々の健康的な生活の確保につながる。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

再任用(h26)人工

正規 0.3 0.3
再任用(h31)

人件費　(千円) 2,100 2,100

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 2,246 4,133
その他 50,189 54,772
市債

国・県支出

事業費(千円) 予算 64,783 58,905

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H17 － 一般会計 自治事務（その他）
医療法、浜松市引佐診療所

条例　ほか
－

決算 52,435

市民が常に身近な地域で適切な医療が受けられる診療体制の整備を図り安定的に医療を提供する。

市内のへき地においても適切な医療が受けられる体制として、中山間地において4つの市立診療所（引佐鎮玉診
療所、引佐渋川出張診療所、引佐伊平診療所、春野歯科診療所）を運営し、市民に安定的医療の提供を行う。ま
た、龍山診療所、龍山歯科診療所等の民営診療所を支援する。
【公営】
①引佐鎮玉診療所管理運営事業　　引佐町鎮玉地区住民が適切な医療を受けられるよう診療所を運営する。
②引佐渋川診療所管理運営事業　　引佐町渋川地区住民が適切な医療を受けられるよう診療所を運営する。
③引佐伊平診療所管理運営事業　　引佐町伊平地区住民が適切な医療を受けられるよう診療所を運営する。
④春野歯科診療所管理運営事業　　春野地区住民が適切な歯科医療を受けられるよう歯科診療所を運営する。
【公設・民営】
⑤龍山診療所・龍山歯科診療所等運営支援事業　　天竜地区住民が適切な医療を受けられるよう、民営診療所
の運営を支援する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 診療所管理運営事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2
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◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

市内のへき地においても適切な医療が受けられる体制として、中山間地において4つの市立診療所（引佐鎮玉診
療所、引佐渋川出張診療所、引佐伊平診療所、春野歯科診療所）を運営し、市民に安定的医療の提供を行っ
た。また、龍山診療所、龍山歯科診療所等の民営診療所を支援した。
【公営】
①引佐鎮玉診療所管理運営事業　　引佐町鎮玉地区住民が適切な医療を受けられるよう診療所を運営した。
②引佐渋川診療所管理運営事業　　引佐町渋川地区住民が適切な医療を受けられるよう診療所を運営した。
③引佐伊平診療所管理運営事業　　引佐町伊平地区住民が適切な医療を受けられるよう診療所を運営した。
④春野歯科診療所管理運営事業　　春野地区住民が適切な歯科医療を受けられるよう歯科診療所を運営した。
【公設・民営】
⑤龍山診療所・龍山歯科診療所等運営支援事業　　天竜地区住民が適切な医療を受けられるよう、民営診療所
の運営を支援した。

指標の達成度

計画通り

【公営】
①引佐鎮玉診療所管理運営事業　　R1　2,519人の患者が受診
②引佐渋川診療所管理運営事業　　R1　  792人の患者が受診
③引佐伊平診療所管理運営事業　　R1　1,030人の患者が受診
④春野歯科診療所管理運営事業　　R1　1,868人の患者が受診
【民営】
⑤龍山診療所・龍山歯科診療所等運営支援事業
天竜地区住民が適切な医療を受けられるよう、龍山歯科診療所の公設民営診療所の運営を支援した。

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 6242 6209
目標値 5000 7000 6464 6500 6500 6500 6500

公設の４診療所の合計患者数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

中山間地域住民の医療確保のため、現状維持に努める。

現状 人工 現状

過疎化及び高齢化が進む当該地域においても、市民が身近な地域で適切な医療を受けられる体制を維持継続
することができた。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費



05 02 03 01 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

救急医療体制を安定的に運営することにより、診療を通じて、人々の健康的な生活の確保につながる。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

8.0 8.2
再任用(h26)

0.4 0.7
人工

正規 17.0 17.0
再任用(h31)

人件費　(千円) 142,840 144,480

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 216,552 206,545
その他 193,770 207,499
市債

国・県支出 17,992 15,104
事業費(千円) 予算 439,126 429,148

－ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S49 － 一般会計 自治事務（その他）
医療法、浜松市夜間救急室

条例ほか
－

決算 428,314

緊急時の生命の確保、急病の早期治療など適切な医療サービスを提供する救急医療体制の充実を図り、市民の
健康を守ることを目的とする。

夜間、土曜日の午後及び休日における救急医療体制を安定的に運営することにより、地域住民が安心できる救
急医療を提供する。
市内の救急医療体制は、夜間救急室等軽症患者を受け入れる初期救急医療、手術や入院を必要とする患者を
受け入れる2次救急医療、緊急かつ極めて重篤な患者を受け入れる3次救急医療に区分されている。
①救急医療推進事業：救急医療体制の充実及び整備に要する経費
②夜間救急医療事業：夜間における初期救急医療及び2次救急医療体制を安定的に運営する。
③休日救急医療事業：休日における初期救急医療及び2次救急医療体制を安定的に運営する。
④土曜救急医療事業：土曜日における初期救急医療及び2次救急医療体制を安定的に運営する。
⑤土曜日（休日を除く）、日曜日、休日及び夜間において、入院治療を必要とする重症救急患者の医療を輪番制
により行う病院（以下「病院群輪番制病院」という）の開設者に対して、病院群輪番制病院設備整備事業に要する
経費の一部について、予算の範囲内において補助金を交付する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 救急医療事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2



05 02 03 01 03 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

夜間、土曜日の午後及び休日における救急医療体制を安定的に運営することにより、地域住民が安心できる救
急医療を提供した。
市内の救急医療体制は、夜間救急室等軽症患者を受け入れる初期救急医療、手術や入院を必要とする患者を
受け入れる2次救急医療、緊急かつ極めて重篤な患者を受け入れる3次救急医療に区分されている。
①救急医療推進事業：ＡＥＤの普及啓発事業を行った。
②夜間救急医療事業：夜間における初期救急医療及び2次救急医療体制を安定的に運営した。
③休日救急医療事業：休日における初期救急医療及び2次救急医療体制を安定的に運営した。
④土曜救急医療事業：土曜日における初期救急医療及び2次救急医療体制を安定的に運営した。
⑤入院治療を必要とする重症救急患者の医療を輪番制により行う病院の開設者に対して、病院群輪番制病院設
備整備事業に要する経費の一部について、補助金を交付した。

指標の達成度

計画通り

①救急医療推進事業　・・・　ＡＥＤガイドライン冊子等を作成し、市内のＡＥＤ設置施設へ周知した。
②夜間救急医療事業　・・・　市民に安全・安心な夜間救急医療を提供した。
　 初期救急医療　夜間救急室　16,411人、2次救急医療　病院群輪番
③休日救急医療事業　・・・　市民に安全・安心な休日救急医療を提供した。
 　初期救急医療　天竜休日救急診療所　1,749人、2次救急医療　病院群輪番
④土曜救急医療事業　・・・　市民に安全・安心な土曜救急医療を提供した。
　 初期救急医療　夜間救急室　833人、2次救急医療　病院群輪番
⑤病院群輪番制病院設備整備費助成事業費　・・・　１病院に対し、病院群輪番制病院設備整備事業に要する経
費の一部について補助金を交付した。

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値 365日 365日 365日 366日 365日

救急医療体制を安定的に運営した日数
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

各医師会や医療機関の協力の下、市民の皆様に365日24時間体制の安全安心な救急医療を提供する。

現状 人工 現状

救急医療体制については、各医師会や医療機関との連携が必要であり、地域性も考慮する必要がある。現時点
で本市の救急医療体制は概ね良好に機能しているため現状を維持する。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費



05 02 03 01 04 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

医療資源が少ない地域に対し、患者輸送や地域で働く看護師等を養成することで、人々の健康的な生活を確保
につながる。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

再任用(h26)人工

正規 0.2 0.2
再任用(h31)

人件費　(千円) 1,400 1,400

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 187 705
その他 12,800 14,000
市債

国・県支出 126 150
事業費(千円) 予算 13,796 14,855

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H17 － 一般会計 自治事務（その他）
浜松市看護師等修学資金貸

与条例
－

決算 13,113

へき地及びへき地に準ずる地区の住民の医療確保を図る。

①へき地患者輸送事業　　　公共交通がなく、へき地に準ずる水窪の塩沢地区から医療機関へバス運行を行い、
医療機関への交通手段を確保する。（水窪協働センター）
　・運行回数　月2日（4回）のデマンド運行　・利用料金　1乗車200円（障害者手帳、療育手帳提示者は50％の減
免）
②天竜区看護師等修学資金貸与事業　　天竜区内の病院及び診療所における保健師、看護師及び准看護師の
充足を図るため、市長が指定する医療提供施設で一定期間就労することを条件に、看護学生等に修学資金を貸
与する。
　貸与の対象地区と貸与額
　・天竜、龍山、春野地区と天竜病院　 月額6万円の貸与　・佐久間、水窪地区　月額8万円の貸与

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） へき地医療対策事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2



05 02 03 01 04 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

①へき地患者輸送事業　　　公共交通がなく、へき地に準ずる水窪の塩沢地区から医療機関へバス運行を行い、
医療機関への交通手段を確保した。（水窪協働センター）
　・運行回数　月2日（4回）のデマンド運行　・利用料金　1乗車200円（障害者手帳、療育手帳提示者は50％の減
免）
②天竜区看護師等修学資金貸与事業　　天竜区内の病院及び診療所における保健師、看護師及び准看護師の
充足を図るため、市長が指定する医療提供施設で一定期間就労することを条件に、看護学生等に修学資金を貸
与した。
　貸与の対象地区と貸与額
　・天竜、龍山、春野地区と天竜病院　 月額6万円の貸与　・佐久間、水窪地区　月額8万円の貸与

指標の達成度

計画通り

①へき地患者輸送事業　運行回数　31回　運行患者数　60人
水窪町の塩沢線については、公共交通の運行基準を満たさないため引き続き患者輸送車の運行を行い、へき
地から医療機関への交通手段を確保した。
②天竜区看護師等修学資金貸与事業　　17人に対して、修学資金を貸与した。
　内訳：天竜・春野・龍山地区　令和２年度新規貸与者（月額６万円） ６人、継続　７人

　　　　　佐久間・水窪地区　　 令和２年度新規貸与者（月額８万円） ３人、継続　１人

　※修学資金の貸与を受け、天竜区内に従事した看護師数53人（平成20年度の事業開始からH31.4.1までの就
職者累計）

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 6 9
目標値 10 10 10 10 10 10 10

看護師等修学資金の新規貸与者人数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 38 31
目標値 48 48 48 48 48 48 48

へき地患者輸送車（水窪塩沢線）の年間運行回数（回） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

中山間地域住民の医療確保のため、今後も現状維持に努める。

現状 人工 現状

へき地医療対策事業は、医療資源が不足している中山間地域の住民の生命と健康を守るため欠かせない事業で
あり、現状の水準を維持する中で、適切かつ有効に事業を推進した。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費



05 02 03 01 05 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

医療救護計画を改定し、災害時の医療救護体制を強化することで、人々の健康的な生活の確保につながる。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市 ○ 11.5

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

再任用(h26)人工

正規 1.1 0.9
再任用(h31)

人件費　(千円) 7,700 6,300

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 8,379 18,949
その他
市債

国・県支出 1,672 5,042
事業費(千円) 予算 11,059 23,991

－ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H8 － 一般会計 自治事務（その他）
浜松市医療救護対策委員会

要綱
－

決算 10,051

大規模災害が発生した時に、最善の医療救護体制で臨むことができるようにする。また、医療関係団体及び自主
防災隊の医療救護活動にかかる知識と技術の習得を目指す。

○医療救護対策委員会の開催
　医療関係団体の代表等で組織する医療救護対策委員会を開催し、災害時の医療救護が円滑に行われるよう情
報交換を行い、体制の整備を図るとともに、医療救護計画等についての調査研究を行う。
○医療救護計画の改訂
　地震被害想定に基づく傷病者等を救護する体制を確立することを目的とした、医療救護計画の見直しを行う。
○医療救護訓練の実施
　医師会との共催で医療救護訓練を実施する。
○保健医療調整本部の運用訓練等の実施
　保健医療調整本部（浜松市口腔保健医療センター講座室）において、災害時優先電話などの通信確認を県・防
災訓練を通して行う。
　災害時医療に従事する医師、歯科医師、薬剤師、行政職員を対象に、災害医療コーディネート研修を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 災害時医療救護対策推進事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2



05 02 03 01 05 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

○医療救護対策委員会の開催
　医療関係団体の代表等で組織する医療救護対策委員会を開催し、災害時の医療救護が円滑に行われるよう情
報交換を行い、体制の整備を図るとともに、医療救護計画等についての調査研究を行った。
○医療救護計画の改訂
　地震被害想定に基づく傷病者等を救護する体制を確立することを目的とした、医療救護計画の見直しを行った。
○医療救護訓練の実施
　医師会との共催で医療救護訓練を実施した。
〇災害時通信体制の強靭化
　災害時通信体制を確保するため病院/診療所、関係団体、行政が参加する「浜松市災害医療ネットワーク」を運
用した。

指標の達成度

進んでいる

○医療救護計画を改訂し、応急救護所への医療関係者の事前配置計画を最新のものに改めた。
○医療救護対策委員会を２回開催し、医療関係者等と情報交換を行った。特に、静岡県医療救護計画の改訂に
合わせて、浜松市医療救護計画の全面改訂するための検討を行った。
○応急救護所における、情報伝達訓練及び付与情報投げ込みによる対応訓練を実施した。
〇産業展示館において医療救護訓練を実施した。訓練では、「浜松市災害医療ネットワーク」を活用した。
○応急救護所に参集する看護師ボランティアの登録50名研修１回実施した。

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 323 369
目標値 400 400 400 400 400 400 400

医療救護訓練への参加人数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 1 1
目標値 1 1 1 1 1 1 1

医療救護計画の改訂（回） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 拡大 人工 現状

・新たに「安否確認システム」を導入し、医療的ケア児、医療関係者等の安否確認を可能とする。
・災害時医療に従事する医師、歯科医師、薬剤師、行政職員を対象に、災害医療コーディネート研修を行う。
・浜北区において、病院前救護所の試行を行う。
・医療救護計画の見直しを行う。

拡大 人工 現状

・医療救護計画の見直しを行った。
・新たに「浜松市災害医療コーディネーター」を委嘱し、専門家のサポート体制を強化した。
・「浜松市災害医療ネットワーク」について、災害時に重要な役割を担う医療関係者を追加した。
・医療救護・衛生部を保健医療調整本部に改編し、本部を浜松市口腔保健医療センター講座室に変更した。
・浜松赤十字病院と救護所医療資器材管理更新業務に係る災害協定を締結した。

大項目 改善 小項目 ICT化 人材育成 事業費

大項目 改善 小項目 その他 事業費



05 02 03 01 06 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

質の高い技術を身に付けた看護専門職の担い手が育成されることで、人々の健康的な生活の確保につながる。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

再任用(h26)人工

正規 0.1 0.1
再任用(h31)

人件費　(千円) 700 700

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 8,470 8,500
その他
市債

国・県支出

事業費(千円) 予算 8,500 8,500

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S55 － 一般会計 自治事務（その他）
浜松市看護師養成事業費補
助金交付要綱ほか

－

決算 8,470

看護師及び歯科衛生士の人材育成に係る支援を行い、市内の看護師等の充足を図る。

○看護師養成事業費補助金　　6,000千円
　市内の私立看護師養成所で行う看護学生養成事業に係る経費のうち教職員等の人件費の一部と、市内の医師
会立看護師等養成所が行う臨床実習強化対策事業（病院等における現場体験実習）に係る経費の一部を補助す
る。
・私立看護師養成所看護学生養成事業　3,000千円
　　交付先　：　浜松市医師会看護高等専修学校、静岡県厚生連看護専門学校
・看護師等養成所臨床実習強化対策事業　3,000千円
　　交付先　：　浜松市医師会看護高等専修学校
○歯科衛生士養成事業費補助金　　2,500千円
　市内の歯科衛生士養成所で行う、歯科衛生士養成事業に係る経費のうち教職員等の人件費の一部を補助す
る。
　　交付先　：　浜松歯科衛生士専門学校

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 看護師等養成事業費助成事業（補助金）

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2



05 02 03 01 06 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

○看護師養成事業費補助金　　6,000千円
　市内の私立看護師養成所で行う看護学生養成事業に係る経費のうち教職員等の人件費の一部と、市内の医師
会立看護師等養成所が行う臨床実習強化対策事業（病院等における現場体験実習）に係る経費の一部を補助し
た。
・私立看護師養成所看護学生養成事業　3,000千円
　　交付先　：　浜松市医師会看護高等専修学校、静岡県厚生連看護専門学校
・看護師等養成所臨床実習強化対策事業　2,970千円
　　交付先　：　浜松市医師会看護高等専修学校
○歯科衛生士養成事業費補助金　　2,500千円
　市内の歯科衛生士養成所で行う、歯科衛生士養成事業に係る経費のうち教職員等の人件費の一部を補助し
た。
　　交付先　：　浜松歯科衛生士専門学校

指標の達成度

計画通り

（令和元年度実績）
浜松市医師会看護高等専修学校で44人、静岡県厚生連看護専門学校で35人が卒業した。
浜松歯科衛生士専門学校で44人が卒業した。

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 43 44
目標値 44 44 44 44 44 44 44

歯科衛生士養成所の卒業者数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 84 79
目標値 90 90 90 90 90 90 90

看護師養成所の卒業者数（人） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

市内への就職率を毎年確認する。

現状 人工 現状

看護師の安定的な供給が地域医療の充実のために欠かせないものであるため、補助金を継続する。市内への就
職率を継続的に確認する。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費



05 02 03 01 07 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

浜松赤十字病院の移転を支援することにより、市民が安心して暮らせる医療サービスの提供を図ることができ、
人々の健康的な生活の確保につながる。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

再任用(h26)人工

正規 0.1 0.1
再任用(h31)

人件費　(千円) 700 700

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 146,254 146,088
その他
市債

国・県支出

事業費(千円) 予算 146,254 146,088

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H17 R8 一般会計 自治事務（その他）
浜松赤十字病院施設整備償
還費補助金交付要綱

－

決算 146,254

平成17年6月7日に浜北市と浜松赤十字病院が締結した覚書等に基づき、浜松赤十字病院の移転を支援し、「新
市建設計画」に掲げる市民が安心して暮らせる医療サービスの提供を図る。

・浜松赤十字病院の建設に係る元利償還金に対する補助として助成する。
・助成するにあたり浜松赤十字病院の11月1日現在の診療体制を確認する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 赤十字病院移転助成事業（補助金）

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2



05 02 03 01 07 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

・浜松赤十字病院に建設に係る元利償還金に対する補助として助成した。
・助成するにあたり浜松赤十字病院の11月1日現在の診療体制を確認した。

指標の達成度

計画通り

平成19年11月の病院の移転により、平成19年度から浜松市内の2次救急輪番病院（浜北区内唯一）及び地域医
療支援病院(平成21年9月指定）、災害拠点病院（平成25年7月指定）としての役割を果たした。

・R1年11月１日現在、52人の常勤医師が在籍し、外来20.5科、入院16.5科の診療科で診療を行っており、浜北区
及び天竜区の住民を中心に医療サービスを提供した。

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 52 52
目標値 48 48 48 48 48 48 48

当初計画に対して、対応できている医師数（各年11月１日現在） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 37 37
目標値 35 35 35 35 35 35 35

当初計画に対して、対応できている診療科数（各年11月１日現在） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

産科を欠くものの、診療科目は37科、全体数で当初計画を達成している。
産科以外の新たな地域ニーズの変化に対しては診療機能の確保・充実が図られている。
地域医療支援病院、災害拠点病院、在宅医療の後方支援および高齢者医療の充実、浜北区・天竜区からの救急
患者受け入れ状況等、当初計画にない新規地域ニーズへ十分な対応をしている要因等を考慮して執行する。

現状 人工 現状

令和8年度をもって終了する予定である。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費



05 02 03 01 08 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

新型コロナウイルス感染症対策を行うことにより、あらゆる年齢のすべて人々の健康的な生活の確保を目指す。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.3 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

再任用(h26)
0.1

人工

正規 0.3
再任用(h31)

人件費　(千円) 2,460

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 14,960
その他
市債

国・県支出 6,781
事業費(千円) 予算 21,741

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

R2 - 一般会計 自治事務（その他）
感染症の予防及び感染症の
患者に対する医療に関する法

－

決算

新型コロナウイルス感染症の拡大時において医療体制を適切に維持するため。

〇医療調整本部事業
　感染症専門家等による調整機能を有する医療調整本部を運営するとともに、医療機関を支援することにより、新
型コロナウイルス感染症の拡大時における医療体制の維持を図る。
　医療機関との調整は、タブレットを導入することでweb会議で行うことができるようにする。
〇PCR検査センター設置運営事業
　PCR検査センターの設置により、新型コロナウイルス感染症の検体採取・検査能力を拡充する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 新型コロナウイルス感染症対策事業　

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2



05 02 03 01 08 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題
指標の達成度

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値 20

webによる医療関係者との新型コロナウイルス感染症対策会議の回数
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

新型コロナウイルス感染症の終息をもって事業を終了する。

人工

大項目 終了 小項目 - - 事業費

大項目 小項目 - - 事業費



05 02 03 01 09 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

予防接種健康被害救済のための体制を維持していくことで、予防接種を円滑に実施し、
伝染の恐れのある疾病の発生・蔓延を予防することとなり、人々の健康的な生活の確保につながる。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.8 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

再任用(h26)人工

正規 0.2 0.2
再任用(h31)

人件費　(千円) 1,400 1,400

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 2,665 3,068
その他
市債

国・県支出 3,463 3,861
事業費(千円) 予算 6,650 6,929

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S52 － 一般会計 自治事務（法令義務）
予防接種法、浜松市予防接
種健康被害調査委員会条例

－

決算 6,128

予防接種法に基づき予防接種を実施した際、健康被害を受けた被害者を救済することを目的とする。

○予防接種健康被害調査委員会の開催
　予防接種法に基づく下記の予防接種を受けた方に健康被害（異常な副反応により後遺症が残った場合等）が生
じた場合、市は予防接種健康被害調査委員会を開催し、疾病の状況及び診療内容に関する資料収集等を行う。
本委員会が調査した資料は国へ送られ、健康被害認定のための資料となる。
・子どもの予防接種
　　ヒブ、小児用肺炎球菌、４種混合、ＢＣＧ、麻しん・風しん混合、日本脳炎、ジフテリア・破傷風混合、子宮頸が
ん予防、水痘、成人用肺炎球菌、Ｂ型肝炎、ロタ（R2.10.1から）
○予防接種法に基づく給付（予防接種健康被害救済事業費補助金）
　健康被害が予防接種を受けたことによるものであると国が認定した方に対し、予防接種法で定められた額の医
療費（実費）、医療手当、障害年金等を支給する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 予防接種健康被害救済事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2



05 02 03 01 09 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

○予防接種健康被害調査委員会の開催
　予防接種法に基づく下記の予防接種を受けた方から健康被害救済申請があったため、市は予防接種健康被害
調査委員会を開催し、疾病の状況及び診療内容に関する資料収集等を行った。本委員会が調査した資料は国へ
送られ、健康被害認定のための資料となる。
・子どもの予防接種
　ヒブ、小児用肺炎球菌、４種混合、ＢＣＧ、麻しん・風しん混合、日本脳炎、ジフテリア・破傷風混合、子宮頸がん
予防、水痘、成人用肺炎球菌、Ｂ型肝炎
○予防接種法に基づく給付（予防接種健康被害救済事業費補助金）
　健康被害が予防接種を受けたことによるものであると国が認定した方に対し、予防接種法で定められた額の障
害年金等を支給した。

指標の達成度

計画通り

〇予防接種健康被害調査委員会の開催
　平成27年8月、平成29年7月、平成30年9月に予防接種健康被害救済措置申請書の提出があり、それぞれ平成
28年6月、平成29年12月、令和元年10月に予防接種健康被害調査委員会を開催し、県を通して国へ進達を行っ
た。
　また、令和元年11月に新たな予防接種健康被害救済措置申請書の提出があり、予防接種健康被害調査委員
会の開催に向けて、必要な資料の収集を行った。
〇予防接種法に基づく給付（予防接種健康被害救済事業費補助金）
　予防接種法で定められた額の障害年金を支給した。これにより、健康被害者の健康維持と福祉の向上に寄与
し、社会的公正が図られた。

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

予防接種健康被害の申請が提出された場合は、法令に則り、停滞なく進達を行う。
健康被害認定者への支給を適切に行う。

現状 人工 現状

法律の定めにより国から市が受託している事務であり、救済の対象者、支給額、支払時期等についても予防接種
法等の法令により定められているため、これにより進めていく。また、予防接種の性質上、関係者がいかに注意を
払っても、極めてまれに健康被害が起こりうる特殊性を有しているため、現状通り制度を継続する。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費



05 02 03 01 10 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

総合的な自殺対策を行うことにより、誰も自殺に追い込まれることのない社会を実現することで、人々の健康的な
生活の確保につながる。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.4 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

再任用(h26)人工

正規 0.4 0.4
再任用(h31)

人件費　(千円) 2,800 2,800

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 1,252 1,456
その他
市債

国・県支出 1,000 1,000
事業費(千円) 予算 2,874 2,456

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

H20 － 一般会計 自治事務（法令義務）
自殺対策基本法、第三次浜
松市自殺対策推進計画ほか

－

決算 2,252

自殺は個人的な問題として捉えるものではなく、その背景に様々な社会的要因があることを踏まえ、社会全体で
取り組むべき課題であり、総合的な対策を必要とする。様々な分野の関係機関・団体との連携により、セーフティ
ネットの強化を図ることにより、地域の特性に応じた実効性の高い施策を推進し、自殺の防止、自死遺族等への
支援の充実等総合的な自殺対策の推進を図る。

○第三次自殺対策推進計画の施策の実施
　自殺対策基本法第3条（H28.4.1法の一部改正に伴う条項繰上げによる）に基づき、国の自殺総合対策大綱を踏
まえ、平成31年度（2019年度）から令和5年度（2023年度）までを計画期間とした第三次計画の施策を実行する。
○自殺対策連携会議の開催
　会議の開催により、様々な分野の関係機関・団体と連携・協力し、総合的な自殺対策の推進を図る。
○いのちをつなぐ手紙事業（普及啓発）の実施
　本市独自の事業「いのちをつなぐ手紙」により広く市民に命の大切さや自殺予防の啓発を実施する。
○自殺対策における多職種連携支援業務の実施
　自殺のリスクを抱える人が自殺に至ることのないように、法律家、精神保健福祉士、ＣＳＷ等の多職種が連携し
てケーススタディを実施し、またコーディネートを行う。本事業で構築された多職種連携の仕組みを市内の関係者
へ広げ普及を図る。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 自殺対策推進事業

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2



05 02 03 01 10 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

○第三次自殺対策推進計画の施行
自殺対策基本法第3条に基づき、令和元年度（2019年度）から令和５年度（2023年度）までを計画期間とした第三
次計画の施策を実行した。
○自殺対策連携会議の開催
自殺対策連携会議を開催して、様々な分野の関係機関・団体と連携・協力し、総合的な自殺対策の推進を図っ
た。
○いのちをつなぐ手紙事業（普及啓発）の実施
本市独自の事業である「いのちをつなぐ手紙」で、命の大切さや自殺予防について更なる市民への啓発を行った。
○自殺対策における多職種連携支援業務の実施
自殺のリスクを抱える人が自殺に至ることのないよう、法律家、精神保健福祉士等の多職種が連携してケースス
タディを実施し、またコーディネートを行った。

指標の達成度

計画通り

○第三次自殺対策推進計画に登載されている対策事業を関係各課で推進した。
○自殺対策連携会議を1回開催し、関係機関及び団体と本市の自殺対策について意見交換を行った。
○相談機関一覧表を年度当初に17,000部作成し、関係機関に配架することで周知に努めた。また、「くらしのガイ
ド」にも同様の一覧表を掲載した。
○自殺対策連携推進員研修会は、各推進員への資料の送付をもって開催に代えた。

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 13.6 R2.9月確定
目標値 13.7 13.5 12.9 12.5 12 11.7 11.3

人口動態統計による前年の自殺率（人口10万人当たりの自殺者数） -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

○第三次計画に基づき、引き続き関係課による事業を継続実施し、更なる自殺対策の推進を図っていく。
○絆プロジェクトにおいて広げた自殺対策の多職種連携を強化するとともに、更なる連携先の拡充に努める。

現状 人工 現状

○現時点で把握している本市の自殺者数（平成30年・人口動態統計）では、108名で、前年の104名から若干増加
し、自殺死亡率（平成30年度：13.6、平成29年度：13.1）も若干増加しており、状況としては横ばいである。
○自殺対策連携推進員研修会については、新型コロナウイルス感染症対応により、各推進員への資料の送付を
もって開催に代えた。
〇心理学的剖検を活用した実事例検討会を開催した。

大項目 現状 小項目 - 事業費

大項目 改善 小項目 人材育成 事業費



05 02 03 01 11 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション
⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

再任用(h26)
0.3 0.6

人工

正規 1.5 1.5
再任用(h31)

人件費　(千円) 11,580 12,660

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 1,742 1,834
その他
市債

国・県支出

事業費(千円) 予算 1,957 1,834
R1 R2 R3 R4 R5 R6

－

決算 1,742

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 健康医療運営経費（一般諸経費のみ）

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001051000 健康医療課 島　和之 令和 2



05 02 03 01 11 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題
指標の達成度

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

健康医療課 島　和之 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001051000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 人工

人工

大項目 小項目 事業費

大項目 小項目 事業費



05 02 03 03 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）

625,387

年度

実績

R2 R3

625,387

96
100

R1

100

R6

100.0

政策シート （政策名） 地域医療・地域包括ケアの推進

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001075000

◇関連するSDGsのゴール

佐久間病院 月花　忠孝 令和 2

③保健

10年後の目標 地域での支え合いの仕組みづくりが進んでいる。

7 1

病院会計支出金

「分野」 健康・福祉

30年後の姿 支え合いによって、だれもが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる。

R1
586,427
584,328

584,328

病気の発症や重症化を予防することにより、健康寿命が延びている。

◆基本政策 人々の心身の健康と生活を守る医療の充実

R5R4R2

・当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を
果たす。
・経常収支比率100％を堅持する安定的な病院運営、医師等の確保、医療設備の充実を図り、身近な地域で適
切な医療サービスを継続する。

R6R3

・当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を
果たした。
・経常収支比率100％を概ね堅持する安定的な病院運営、医師等の確保、医療設備の充実を図り、身近な地域
で適切な医療サービスを実施した。

＜進捗＞ 計画通り
・当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を
果たした。
・経常収支比率100％を概ね堅持する安定的な病院運営、医師等の確保、医療設備の充実を図り、身近な地域
で適切な医療サービスを実施した。

R4

100

R5

経常収支比率100%以上を維持

政策指標

100 100
％

単位

実績
目標

実績
目標

目標



05 02 03 03 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

事業名

総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

佐久間病院 月花　忠孝 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001075000令和2年度 2

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

625,387 625,387

2

1 病院事業会計負担金

3

4

6

5

8

7

10

9

12

11

14

13

16

15

18

17

20

19

21

22

23

計 625,387 625,387

24

25



05 02 03 03 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 病院事業会計負担金

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001075000 佐久間病院 月花　忠孝 令和 2

佐久間病院事業の安定化を図り、市民に身近な医療を効率的に提供するため、佐久間病院に対し病院事業会
計負担金を支出する。

浜松市国民健康保険佐久間病院負担金
○地方公営企業法第17条の２第1項第１号に規定する負担金
　・救急告示病院負担金
○地方公営企業法第17条の２第1項第２号に規定する負担金
　・不採算地区病院運営費及びへき地医療の実施要する費用他
　・公立病院附属診療所運営費負担金
　・医師確保対策に要する経費・退職給与金不足分
　・がん対策推進計画関連事業（画像読影委託料等）に必要な費用
　・建設改良に必要な費用　（単独工事等）
　・看護師確保対策事業に必要な費用（修学資金）

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 586,427 625,387

－ －

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S37 - 一般会計 自治事務（その他） 医療法等 －

決算 584,328

その他
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金
一般財源 584,328 625,387

人工

正規
再任用(h31)

人件費　(千円)

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.2、3.3、3.4、3.5、3.ｄ ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション



05 02 03 03 01 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001075000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

佐久間病院 月花　忠孝 令和 2 7 1

経常収支比率100%以上を維持 -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 100 100 100 100 100 100 100.0

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 101 96

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

浜松市国民健康保険佐久間病院負担金
○地方公営企業法第17条の２第1項第１号に規定する負担金
　・救急告示病院負担金
○地方公営企業法第17条の２第1項第２号に規定する負担金
　・不採算地区病院運営費及びへき地医療の実施要する費用他
　・公立病院附属診療所運営費負担金
　・医師確保対策に要する経費・退職給与金不足分
　・がん対策推進計画関連事業（画像読影委託料等）に必要な費用
　・建設改良に必要な費用　（単独工事等）
　・看護師確保対策事業に必要な費用（修学資金）

指標の達成度

計画通り

　病院事業会計への支出金について、地方交付税の算定基準及び地方公営企業繰出基準に基づいた算出方法
とした。
これに基づき、佐久間病院に対する負担金の支出により、地域医療水準を維持するとともに、安全・安心な医療
を提供することができた。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を果
たした。

大項目 現状 小項目 - - 事業費

大項目 現状 小項目 - - 事業費

現状 人工 現状

当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を果た

す。



05 02 03 04 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）
予算
決算

人件費（A）
報酬（B）
年間経費(予算又は決算+A+B)

◇政策の指標

◇令和元年度の政策評価（政策の概要）

◇令和元年度の政策評価（政策の進捗・課題）

2

7

2

目標

2

3

22
看護師修学資金新規貸与者

100 100

470,200
103,811

3
3
2
3

台

％

単位

人

実績
目標

実績
目標

3

R4

100

R5

医療機器の整備

経常収支比率100%以上を維持

政策指標

33

・当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を
果たした。
・経常収支比率100％を概ね堅持する安定的な病院運営、医師等の確保、医療設備の充実を図り、身近な地域
で適切な医療サービスを実施した。

＜進捗＞ 計画通り
・当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を
果たした。
・経常収支比率100％を概ね堅持する安定的な病院運営、医師等の確保、医療設備の充実を図り、身近な地域
で適切な医療サービスを実施した。

R1
1,414,823
1,346,571
550,800

2,001,182

病気の発症や重症化を予防することにより、健康寿命が延びている。

◆基本政策 人々の心身の健康と生活を守る医療の充実

R5R4R2

・当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を
果たす。
・経常収支比率100％を堅持する安定的な病院運営、医師等の確保、医療設備の充実を図り、身近な地域で適
切な医療サービスを継続する。

R6R3

◇関連するSDGsのゴール

佐久間病院 月花　忠孝 令和 2

③保健

10年後の目標 地域での支え合いの仕組みづくりが進んでいる。

7 1

浜松市病院事業会計（佐久間病院）

「分野」 健康・福祉

30年後の姿 支え合いによって、だれもが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる。

政策シート （政策名） 地域医療・地域包括ケアの推進

令和2年度

（予算費目名）

（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001075000

2,036,445

年度

107,484

実績

R2 R3

1,458,761

96
100

R1

100

R6

100.0



05 02 03 04 年 月 日

◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800

計 2,036,445 1,458,761 59.0 5.0

24

25

14.0 107,484

23

21

22

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

3

4

2 浜松市病院事業（佐久間病院

資本的支出）
  ○

5.01 浜松市病院事業（佐久間病院

事業費用）
  ○

報酬
（千円）再任用

(31h)
再任用

(26h)
会計年度
（人事課）

コスト
（千円）

事業費
（千円）

人工

正規

155,255 155,255

1,881,190 1,303,506 59.0 14.0 107,484

事業名

総
合
戦
略

重
点
戦
略

主
要
事
業

完
了

佐久間病院 月花　忠孝 令和 7 1
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001075000令和2年度 2



05 02 03 04 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

⑨イノベーション

病院事業の運営を通じ、人々の健康的な生活を確保する取り組みを行っている。

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和
⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源
④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.2、3.3、3.4、3.5、3.ｄ ⑫生産・消費
②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

19.0 14.0
再任用(h26)

6.0 5.0
人工

正規 68.0 59.0
再任用(h31)

人件費　(千円) 550,800 470,200

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費(報酬等) (千円) 103,811 107,484
一般会計繰入金 548,282 558,242
一般財源 703,687 745,264
その他
市債

国・県支出

事業費(千円) 予算 1,318,890 1,303,506

－ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S37 - 事業会計 自治事務（その他） 医療法等 －

決算 1,251,969

佐久間病院と附属診療所を運営し、市民に身近な医療を効率的に提供するとともに、地域住民の保健・福祉事
業の中心的な役割を担い、安全安心な医療を提供する。

○佐久間病院と2箇所の附属診療所の運営
・北遠地域唯一の公立病院として市民に身近で適切な医療サービスを提供する。
・救急医療事業や無医地区巡回診療を行う。
・運営の基本方針として、健康・医療・福祉を一体的に取り組む地域包括ケアを推進し、健康で安心して暮らせる
地域社会の実現に取り組む。
・医師等の確保対策に取り組み、病院運営の基盤を整備する。
・がん診療連携拠点病院との連携による画像読影、婦人科健診やがん相談支援事業を実施し、がん対策推進計
画を推進する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

7 1

事業シート （事業名） 浜松市病院事業（佐久間病院事業費用）

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001075000 佐久間病院 月花　忠孝 令和 2



05 02 03 04 01 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

○佐久間病院と2箇所の附属診療所の運営
・北遠地域唯一の公立病院として市民に身近で適切な医療サービスを提供した。
・救急医療事業や無医地区巡回診療を行った。
・運営の基本方針として、健康・医療・福祉を一体的に取り組む地域包括ケアを推進し、健康で安心して暮らせる
地域社会の実現に取り組んだ。
・医師等の確保対策に取り組み、病院運営の基盤を整備した。
・がん診療連携拠点病院との連携による画像読影、婦人科健診やがん相談支援事業を実施し、がん対策推進計
画を推進した。

指標の達成度

計画通り

・北遠地域唯一の公立病院として市民に身近で適切な医療サービスを提供した。
・救急医療事業や無医地区巡回診療を行った。
・運営の基本方針として、健康・医療・福祉を一体的に取り組む地域包括ケアを推進し、健康で安心して暮らせる
地域社会の実現に取り組んだ。
・医師等の確保対策に取り組み、病院運営の基盤を整備した。

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

目標値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 101 96
目標値 100 100 100 100 100 100 100.0

経常収支比率100%以上を維持 -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

佐久間病院 月花　忠孝 令和 2 7 1令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001075000



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/ 現状 人工 現状

当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を果た

す。

現状 人工 現状

当地域の医療の充足を図り、地域住民の健康維持と増進、地域の発展に貢献する自治体病院としての使命を果
たした。

大項目 現状 小項目 - - 事業費

大項目 現状 小項目 - - 事業費



05 02 03 04 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト

◇SDGsとの関連
・関連するゴール

・事業とゴールの関連性

7 1

事業シート （事業名） 浜松市病院事業（佐久間病院資本的支出）

令和2年度
（管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）

001075000 佐久間病院 月花　忠孝 令和 2

佐久間病院と附属診療所の運営に必要な医療設備の充実を図り、身近な地域で適切な医療サービスを提供す
る。看護師修学資金貸与事業により看護師の確保に取り組む。

◯医療機械器具等の整備

◯企業債元金償還
・病院事業債償還

◯看護師確保対策
・看護師修学資金貸与事業

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等
総合
戦略

重点
戦略

主要
事業

事業費(千円) 予算 95,933 155,255

－ ○

R1 R2 R3 R4 R5 R6

S37 - 事業会計 自治事務（その他） 医療法等 －

決算 94,602

その他 58,556 88,110
市債

国・県支出

人件費(報酬等) (千円)
一般会計繰入金 36,046 67,145
一般財源

人工

正規
再任用(h31)

人件費　(千円)

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(h26)

②飢餓 ⑪都市

ゴール ターゲット ゴール ターゲット
①貧困 ⑩不平等

④教育 ⑬気候変動
③保健 ○ 3.2、3.3、3.4、3.5、3.ｄ ⑫生産・消費

⑥水・衛生 ⑮陸上資源
⑤ジェンダー ⑭海洋資源

⑧成長・雇用 ⑰実施手段
⑦エネルギー ⑯平和

⑨イノベーション



05 02 03 04 02 年 月 日

◇事業の指標（R4：重点戦略最終年度、R6：総合戦略・基本計画最終年度）

◇令和元年度の事業評価

・令和元年度の事業の概要

・ 事業の成果と課題

令和2年度 （管理番号） （担当課） （責任者） （基準日）
001075000

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

佐久間病院 月花　忠孝 令和 2 7 1

医療機器の整備 -
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 13 3 7 3 3 3 3

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 15 3

看護師修学資金新規貸与者
年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値 2 2 2 2 2 2 2

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値 1 3

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

主な事業活動・事業成果　指標（単位）
総合戦略施策体系 重点戦略No
第1期 第2期 R1～R4

実績値

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
目標値

実績値

◯医療機械器具等の整備

◯企業債元金償還
・病院事業債償還

◯看護師確保対策
・看護師修学資金貸与事業

指標の達成度

計画通り

　診療に必要な医療機器3台を整備し、身近な地域で適切な医療サービスを提供することができた。また、企業債
元金償還金については、償還計画に基づき執行した。
　看護師修学資金の新規貸与者を3名とし、看護師確保に取り組んだ。



・ 事業の見直し
実施結果

/

今後の方向性

/

現状 人工 現状

診療に必要な医療機器を整備し、身近な地域で適切な医療サービスを提供することができた。また、看護師修学
資金貸与事業は新規貸与者を確保し、看護師確保に取り組んだ。

大項目 現状 小項目 事業費

大項目 現状 小項目 事業費

現状 人工 現状

診療に必要な医療機器を整備し、身近な地域で適切な医療サービスを提供していく。また、看護師修学資金貸与
事業は今後も新規貸与者を確保し、看護師確保に取り組んでいく。


